
観光・防災・教育Wi-Fi 

 避難所におけるWi-Fiニーズの高まりを受けて、総務省はH29年度に引き続き、Wi-Fi整備に利用可能な
補助金や事業債を用意し、Wi-Fi整備を推進していく方針です。 

 有事における利用だけでなく、平時は観光用や教育用として利用頂くことで、Wi-Fiを効果的に利活用でき
ます。 

◆避難所へのWi-Fi整備に活用可能な補助金・事業債 

◆平時と有事におけるWi-Fiの活用イメージ 

【平時】 

【出典】総務省「平成30年度 公衆無線LAN環境整備支援事業（概要図）」 

●Ｈ30年度総務省当初予算案 「公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業」  
  ・事業主体：財政力指数が0.8以下(3ヵ年の平均値）又は条件不利地域※の普通地方公共団体・第三セクター 
     ※過疎地域、辺地、離島、半島、山村、特定農山村、豪雪地帯 
  ・補助金額（平成30年度当初案）：14.3億 
  ・対象拠点：最大収容者数や利用者数が一定以下の 
           ①防災拠点：避難所・避難場所(学校、市民センター、公民館等)、官公署 
           ②被災場所と想定され災害対応の強化が望まれる公的拠点：博物館、文化財、自然公園 等    
  ・補助対象：無線アクセス装置、制御装置、伝送路設備等を整備する場合に必要な費用 等 
  ・補助率：原則1/2(財政力指数が0.4以下かつ条件不利地域の市町村については2/3） 

●地方単独事業「緊急防災・減災事業債」   

   ・充当率：100％ 交付税算入率：70%  
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観光・防災・教育Wi-Fi 

◆熊本地震における被災者の声 

【出典】株式会社情報通信総合研究所 「熊本地震におけるWi-Fi利用状況調査【Webアンケート結果】   

【（グラフ3）災害時におけるWi-Fi利用意向】 
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わからない 

平成28年4月に発生した熊本地震では、災害情報の収集手段としてインターネットが最も多く利用されましたが
（グラフ１参照）、一方で「通話やネットの多使用による料金高額化」「携帯・スマートフォンでの通信の輻輳」な
どの課題が浮き彫りになりました（グラフ２参照）。 
このような課題を解決する の利用ニーズが高くなっています（グラフ3参照）。 
被災者の通信手段確保の為に 。 

利用したい 

他のネットを利用する
手段がなければ利用
したい 

9.7 

31.7 

34.8 

48.5 

54.4 

68.3 

74.8 

76.3 

82.5 

83.9 

6.2 

12.8 

14.6 

9.9 

6.6 

4.1 

17.7 

9.3 

4.3 

7.4 

64.1 

84.1 

55.5 

50.7 

41.6 

39.0 

27.6 

7.6 

14.4 

13.2 

8.7 

31.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他 

インターネット掲示板 

防災行政無線 

新聞 

ラジオ 

人づて・口コミ 

テレビ 

インターネット 

防災情報伝達メール 
携帯緊急速報メール 

家族や友人、知人 
からの電話やメール 

LINE、Twitter 
Facebook等のSNS 

0.6 

2.5 

3.5 

5 

12.6 

14.8 

17.7 

19.2 

24.9 

30.6 

35.3 

35.6 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他 

Wi-Fiの使用方法が不明 
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【（グラフ2）避難先での情報通信環境の困り事】 
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【（グラフ１）地震直後の情報収集手段】 
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